
開幕まで半年を切った大阪・関西万博。前月号に続いて、いのちをテーマに8人のプロデューサーが
手がける創造的な「シグネチャーパビリオン」を紹介します。

シグネチャーパビリオン特集 vol.2

詳しくはこちら

「いのちを知る」
いのち動的平衡館

「いのちを育む」
いのちめぐる冒険

「いのちをつむぐ」
EARTH MART

「いのちを守る」
Dialogue Theater
‒いのちのあかし‒

「いのち」はたったひとつの細胞から出発した壮大な流れの中にあり
ます。あなたの生命観を根底から揺さぶり、生きることの意味と希望
を再発見することができます。

生物学者
青山学院大学教授
福岡　伸一

食をテーマに、スーパーマーケットを巡るような感覚で、地球という限
られた資源の中で世界中の人々と「食を共にすること」の喜び、尊さ、
そして感謝の心を伝えます。

放送作家
京都芸術大学副学長
小山　薫堂

人はそれぞれの違いから分断を生みますが、対話によって認め合い、自
分が変わることで未来の世界も変えることができます。森をモチーフと
したシアターで、心の対話を体験できます。

映画作家
河瀨　直美

はかなくて、尊くて、力強くて、愛おしくて、美しいいのちの輝きと、宇
宙・海洋・大地に宿るあらゆるいのちのつながりを表現し、いのちを守
り育てることの大切さを伝えます。

アニメーション監督
メカニックデザイナー
ビジョンクリエーター
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児童虐待は、社会全体で解決すべき重要な問題です。期間中は、市役所正面でのオブジェ設置や、市立図書館をはじめとした
公共施設や商業施設等におけるポスター掲示などの啓発活動を実施します。子どもたちの笑顔と命を守るため、一人ひとりが周
りの子どもに関心を持ちましょう。また、子育ての悩みはお住まいの区の保健福祉センターやLINE相談をご利用ください。

オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

　　　　こども青少年局管理課　G06-6208-8032  H06-6202-6963問い合わせ

子
ど
も
・
教
育

親子のための相談

児童虐待ホットライン
（まずは一報 なにわっ子）

0120-01-7285

子育ての悩みや親との関係で
困っているときは、気軽に相談し
てください。専門の相談員がお応
えします。

児童虐待の未然防止、早期発
見・対応につなげるために、皆
さんのご意見をお聞かせくだ
さい。

毎日10：00～20：00
（受け付けは19：30まで）日時

G189※通話料は無料

児童相談所虐待対応ダイヤル

アンケートにご協力ください虐待かなと思ったら

アンケートは
こちら ▶

11月は

大阪・関西万博

▲

電子チケットの購入や予約などの手続きを支
援する「万博来場サポートデスク」を、各区役所
に巡回して開設します。その他の実施場所な
ど、詳しくはIをご覧ください。

区役所でも
万博来場をサポートします

スケジュール

11月5日（火）～ 8日（金）

11月11日（月）～15日（金）

11月18日（月）～22日（金）

11月25日（月）～29日（金）

生野区役所

西区役所

住之江区役所

北区役所▲
詳しくはこちら

　　　　大阪府・大阪市万博お問合せセンター　G06-7632-6821  H06-6690-7805（受付時間：平日9：00～17：30）問い合わせ

秋のこどもまんなか月間

24時間
365日対応

（いちはやく）

▶
登録は
こちら

すべてのこどもが
笑顔で暮らせる社会に
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大阪・関西万博　2025年4月13日～10月13日


